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蛍
尤
に
於
け
る
天
地
分
離
は
じ
め
に
山
貫
尤
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
、
二
つ
の
立
場
に
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
黄
帝
と
炎
帝
は
各
々
の
民
族
を
表
す
祖
先
神
も
し
く
は
同
部
族
名
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
民
族
関
の
闘
争
か
ら
蛍
尤
神
話
も
創
作
偏
さ
れ
た
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
雌
も
う
一
つ
は
、
似
た
構
造
の
神
話
ゃ
、
他
の
地
域
の
神
話
と
の
比
枇
較
か
ら
、
量
尤
神
話
の
意
味
を
考
察
す
る
立
場
で
あ
る
。
ほ
ま
ず
、
前
者
の
立
場
の
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
。
附
①
「
黄
帝
」
を
「
皇
帝
」
の
転
化
で
あ
る
皇
天
上
帝
と
し
、
黄
帝
に
一
と
炎
帝
と
の
戦
い
と
、
黄
帝
と
蛍
尤
と
の
戦
い
は
本
来
同
一
で
あ
っ
蛍
た
も
の
が
分
化
し
た
と
し
、
黄
帝
神
話
は
西
方
系
民
族
の
問
で
形
成
さ
れ
て
来
た
と
す
る
年
-
②
炎
帝
は
萎
姓
の
、
黄
帝
は
姫
姓
の
、
各
々
の
祖
先
神
で
あ
り
、
高
聴
戸
炎
帝
の
再
開
で
あ
る
蛍
尤
は
斉
地
方
の
戦
闘
神
で
あ
る
と
す
る
説
。
黄
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
は
、
周
と
斉
の
勢
力
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
す
，。③
黄
帝
を
世
界
の
始
祖
神
・
人
類
の
始
祖
神
と
し
、
黄
帝
・
蛍
尤
と
も
に
龍
蛇
型
の
神
と
す
る
説
。
黄
帝
・
炎
帝
・
蛍
尤
の
闘
争
の
神
話
は
、
回
斉
が
萎
斉
の
破
砕
を
目
的
と
し
て
創
作
し
た
も
の
と
す
切。④
黄
帝
は
、
各
地
の
族
祖
伝
説
を
統
合
し
な
が
ら
、
五
行
思
想
に
よ
っ
て
中
央
の
帝
と
さ
れ
た
と
し
、
蛍
尤
は
神
話
の
統
合
か
ら
外
れ
た
悪
神
・
風
神
で
あ
る
と
す
る
説
。
蛍
尤
が
黄
帝
と
戦
っ
て
敗
れ
た
話
は
黄
帝
伝
説
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
、
山
蛍
尤
を
信
奉
す
る
部
族
の
中
原
か
ら
の
敗
退
を
語
る
と
す
足
。
⑤
賞
帝
を
信
奉
す
る
姫
姓
族
固
と
、
炎
帝
を
信
奉
す
る
菱
姓
族
団
を
想
定
し
、
蛍
尤
は
南
方
民
族
H
苗
繋
蛮
人
の
首
領
で
あ
る
と
す
る
説
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
賞
帝
と
炎
帝
の
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
後
2
に
北
上
し
て
来
た
蛍
尤
が
炎
帝
を
逐
っ
て
炎
帝
を
自
称
し
た
た
め
、
黄
帝
と
炎
帝
が
共
同
で
蛍
尤
を
攻
め
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
黄
帝
は
光
帝
す
な
わ
ち
光
明
神
・
太
陽
神
・
諸
天
の
最
高
神
と
な
り
、
炎
黄
両
族
の
長
と
な
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
最
古
の
帝
で
あ
る
神
農
を
、
「
尚
喜
』
に
見
え
る
最
古
の
帝
尭
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
話
。
⑥
ま
ず
防
風
氏
を
魯
国
の
巨
人
の
神
話
英
雄
と
し
、
八
神
の
中
で
蛍
尤
の
み
自
然
神
で
な
い
こ
と
及
び
『
管
子
』
地
数
篇
・
五
行
篇
の
記
述
か
ら
、
蛍
尤
を
斉
国
の
神
話
英
雄
と
す
る
説
。
ま
た
、
蛍
尤
を
考
父
・
刑
天
と
同
じ
く
巨
人
族
、
炎
帝
の
末
現
聞
と
し
、
賞
帝
と
蛍
尤
の
戦
い
は
、
蛍
尤
が
炎
帝
の
復
讐
を
行
っ
た
の
だ
と
す
る
。
次
に
、
後
者
の
立
場
の
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
。
①
先
に
、
「
範
型
」
と
い
う
古
代
人
の
思
考
の
枠
組
み
と
も
言
え
る
も
の
が
あ
り
、
歴
史
的
事
実
の
理
解
も
こ
れ
に
従
っ
て
為
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の
前
提
の
も
と
で
、
蛍
尤
を
四
凶
と
比
較
し
、
古
く
な
っ
た
徳
の
追
放
・
辺
境
の
守
禦
と
い
う
「
範
型
」
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
と
す
る
説
。
②
賞
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
北
欧
神
話
に
見
ら
れ
る
神
と
巨
人
と
の
闘
争
と
同
類
で
あ
る
と
す
る
説
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
の
ウ
ラ
ノ
ス
に
代
表
さ
れ
る
テ
ィ
タ
ン
神
族
や
、
北
欧
神
話
で
の
氷
か
ら
生
ま
れ
た
巨
人
ユ
ミ
ル
等
の
各
地
の
神
話
中
の
巨
人
は
悪
を
象
徴
し
、
そ
れ
に
対
し
て
神
は
普
を
象
徴
す
る
。
考
父
の
「
与
日
逐
走
」
の
記
述
が
神
と
覇
を
競
っ
た
こ
と
の
象
徴
と
し
、
応
竜
に
殺
さ
れ
た
蛍
尤
も
巨
人
族
も
し
く
は
巨
人
族
の
族
名
と
す
る
。
黄
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
は
、
原
初
神
話
で
語
ら
れ
る
善
な
る
神
と
惑
な
る
巨
人
の
闘
争
を
表
す
と
し
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
北
欧
神
話
に
登
場
す
る
《
9
》
巨
人
族
を
蛍
尤
に
比
定
す
る
。
③
黄
帝
と
蛍
尤
を
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
マ
ル
ド
ゥ
ク
と
テ
ィ
ア
マ
ト
と
比
較
し
、
賞
帝
・
蛍
尤
は
共
に
鍛
冶
技
術
H
風
を
司
る
神
及
び
鍛
冶
技
術
集
団
の
族
長
・
文
化
英
雄
で
あ
る
と
す
る
拠
。
④
黄
帝
と
蛍
尤
を
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
・
テ
ィ
ア
マ
ト
と
比
較
し
、
宇
宙
開
閥
神
話
の
モ
チ
ー
フ
と
同
類
で
あ
る
と
す
る
説
。
蛍
尤
は
龍
蛇
形
で
あ
り
、
混
沌
カ
オ
ス
の
象
徴
と
す
封
。
以
上
挙
げ
た
二
つ
の
立
場
の
う
ち
、
前
者
の
立
場
に
つ
い
て
、
賞
帝
・
炎
帝
・
蛍
尤
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
り
の
あ
る
民
族
も
し
く
は
氏
族
に
関
す
る
諸
説
は
、
現
存
の
文
献
に
よ
る
限
り
ほ
ぼ
出
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
一
方
後
者
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
従
来
蛍
尤
を
単
な
る
悪
神
や
混
沌
の
象
徴
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
蛍
尤
神
話
に
は
別
の
側
面
す
な
わ
ち
天
地
分
離
神
話
と
し
て
の
側
面
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
、
後
者
の
似
た
構
造
の
神
龍
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
、
蛍
尤
神
話
の
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。
『
史
記
』
に
記
さ
れ
た
蛍
尤
蛍尤に於げる天地分離(高戸)
ま
ず
『
史
記
』
で
は
、
蛍
尤
は
、
世
の
支
配
者
が
炎
帝
U
神
出
国
か
ら
黄
帝
H
肝
犠
に
代
わ
ろ
う
と
す
る
混
乱
期
に
出
現
し
た
と
さ
れ
る
。
今
便
宜
的
に
引
用
文
を
四
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
[
A
]
1
[
D
]
の
記
号
を
付
し
て
挙
げ
る
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
(
*
1
1
3
)
は
注
が
付
さ
れ
た
箇
所
を
示
し
、
注
文
は
後
掲
す
る
。
黄
帝
者
少
典
之
子
。
姓
公
孫
、
名
目
軒
線
。
生
市
神
盤
、
弱
而
能
言
、
幼
而
狗
膏
(
*
l
)
、
長
而
敦
敏
、
成
而
聴
明
。
・
:
:
[
A
]
軒
鞍
之
時
、
紳
良
氏
世
衰
。
諸
侯
相
侵
伐
、
暴
虐
百
姓
。
而
一
抑
農
氏
弗
能
征
。
於
是
粁
職
乃
習
用
干
文
、
ロ
口
征
不
亭
。
諮
侯
威
来
賓
従
。
而
蛍
尤
最
矯
暴
、
莫
能
伐
(
*
2
)
。
炎
帝
欲
侵
陵
諸
侯
。
諮
侯
成
蹄
軒
職
。
軒
較
乃
修
徳
振
兵
、
・
:
:
[
B
]
治
五
集
、
新
五
種
、
撫
高
民
、
度
四
方
、
教
熊
罵
貌
琳
癌
虎
、
以
興
炎
帝
戦
於
阪
泉
之
野
。
三
戦
然
後
得
其
志
。
:
・
[
C
]
蛍
尤
作
乱
、
不
用
帝
命
(
*
3
)
。
於
是
黄
帝
乃
徴
師
諮
侯
、
輿
蛍
尤
戦
於
深
鹿
之
野
。
遂
禽
殺
蛍
尤
。
而
諸
侯
成
尊
軒
線
局
天
子
代
紳
農
氏
。
是
局
黄
帝
。
・
:
[
D
]
*
l
[史
記
索
隠
]
・
太
史
公
採
大
戴
穂
、
市
局
此
紀
。
・
・
*
2
[史
記
索
際
]
:
蓋
諸
侯
挽
也
。
*
3
[史
記
正
義
]
言
蛍
尤
不
用
黄
帝
之
命
也
。
黄
帝
は
少
典
の
子
で
あ
る
。
姓
は
公
孫
、
名
を
軒
報
と
い
っ
3 
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
の
よ
う
に
霊
妙
な
知
恵
が
あ
り
、
幼
弱
で
既
に
言
葉
を
話
す
事
が
で
き
、
幼
い
時
か
ら
そ
の
知
恵
は
広
く
深
く
、
成
人
し
て
か
ら
は
篤
実
で
、
聡
明
で
あ
っ
た
。
・
[
A
]
軒
線
の
時
代
に
、
紳
幾
氏
の
世
が
衰
え
た
。
諮
侯
は
互
い
に
攻
撃
し
合
い
、
民
衆
を
虐
げ
た
。
と
こ
ろ
が
紳
由
民
氏
は
、
そ
ん
な
諸
侯
を
征
伐
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
軒
較
は
軍
隊
を
盤
備
し
、
不
正
な
諸
侯
を
征
伐
し
た
。
諸
侯
は
皆
軒
較
に
服
従
し
た
。
し
か
し
、
蛍
尤
は
最
も
暴
虐
で
あ
っ
て
、
征
伐
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
炎
帝
は
諸
侯
を
侵
略
し
よ
う
と
し
た
。
諸
侯
は
皆
軒
較
に
帰
属
し
た
。
軒
椴
は
そ
こ
で
徳
を
修
養
し
軍
を
整
え
、
:
:
・
[B]
五
行
の
気
を
治
め
、
五
種
の
穀
物
を
植
え
、
万
民
を
慰
撫
し
、
四
方
を
正
し
、
熊
・
回
開
・
狼
・
紘
・
癌
・
虎
に
教
え
て
、
炎
帝
と
阪
泉
の
野
で
戦
わ
せ
た
。
二
一
度
戦
い
そ
う
し
て
炎
帝
に
勝
つ
乙
と
が
で
き
た
。
:
[
C
]
蛍
尤
は
叛
乱
を
起
し
、
黄
帝
の
命
令
を
聞
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
黄
帝
は
諸
侯
か
ら
軍
隊
を
徴
収
し
、
蛍
尤
と
深
鹿
の
野
で
戦
っ
た
。
そ
こ
で
蛍
尤
を
践
に
し
て
殺
し
た
。
諸
侯
は
皆
肝
磁
を
尊
ん
で
天
子
と
し
紳
良
氏
に
代
え
た
。
こ
の
軒
較
が
賞
帝
で
あ
る
。
:
:
[
D
]
(
『
史
記
』
五
帝
本
紀
)
こ
こ
で
の
蛍
尤
は
、
戦
乱
の
時
代
に
登
場
し
た
諸
侯
の
一
人
と
し
4
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
後
に
示
す
よ
う
な
悪
神
或
い
は
軍
神
と
し
て
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
面
に
登
場
す
る
者
た
ち
は
、
熊
や
擦
な
ど
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
地
上
の
諸
侯
や
君
主
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
蛍
尤
も
例
外
で
は
な
い
。
蛍
尤
に
つ
い
て
、
*
2
に
挙
げ
た
よ
う
に
『
史
記
索
隠
』
に
は
「
蓋
し
諸
侯
の
号
な
り
」
と
あ
り
、
や
は
り
諸
侯
の
一
人
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
場
面
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
[
A
]
の
部
分
は
賞
帝
の
紹
介
で
あ
り
、
[
B
]
と
[C]
の
部
分
は
、
ま
だ
神
曲
悼
の
治
世
で
の
、
神
由
民
と
粁
犠
の
争
い
の
記
述
で
あ
り
、
[
D
]
の
部
分
は
賞
帝
と
蛍
尤
の
争
い
及
び
黄
帝
の
即
位
の
叙
述
で
あ
る
。
黄
帝
の
名
称
に
つ
い
て
、
神
農
の
治
世
の
記
述
で
あ
る
[B]
と
[C]
の
部
分
で
は
、
黄
帝
は
一
貫
し
て
「
肝
臓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が、
[
D
]
の
部
分
で
は
、
蛍
元
を
討
伐
す
る
時
に
は
既
に
「
黄
帝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
諸
侯
に
推
戴
さ
れ
即
位
す
る
ま
で
は
「
軒
鞍
」
で
あ
る
は
ず
の
諸
侯
の
盟
主
が
、
蛍
尤
を
征
伐
す
る
段
階
で
既
に
「
黄
帝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
文
の
「
不
用
帝
命
」
に
は
、
*
3
に
挙
げ
た
よ
う
に
『
史
記
正
義
』
で
「
言
う
こ
こ
ろ
は
蛍
尤
は
賞
帝
の
命
を
用
い
ざ
る
な
り
」
と
注
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
時
を
遡
っ
て
「
軒
鞍
」
が
、
即
位
す
る
前
か
ら
、
命
令
を
下
す
べ
き
帝
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
蛍
尤
の
行
為
を
明
確
に
反
乱
と
し
て
位
置
付
げ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
o
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
場
面
に
は
「
軒
線
」
と
「
黄
帝
」
の
呼
称
の
混
乱
が
起
き
て
い
る
。
で
は
、
何
故
こ
う
し
た
呼
称
の
混
乱
が
起
き
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
司
馬
遷
が
、
異
な
る
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
も
し
く
は
伝
承
を
組
み
合
わ
せ
て
、
こ
の
部
分
を
書
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
で
司
馬
遷
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
の
一
つ
は
、
*
1
に
挙
げ
た
『
史
記
索
隠
』
に
「
太
史
公
大
戴
躍
に
採
り
、
市
し
て
此
の
紀
を
震
る
」
と
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
便
宜
的
に
引
用
文
を
二
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
a
v
・〈
C
〉
の
記
号
を
付
し
て
挙
げ
る
。
孔
子
目
、
黄
帝
少
典
之
子
也
。
日
粁
鞍
。
生
而
紳
盤
、
弱
市
能
言
、
幼
而
馨
費
、
長
而
敦
敏
、
成
市
聴
明
。
・
:
〈
a
v
治
五
集
、
設
五
量
、
撫
寓
民
、
度
四
方
、
教
熊
熊
貌
林
組
虎
、
以
輿
赤
帝
戦
子
阪
泉
之
野
。
三
戦
然
後
得
行
其
志
。
:
・
〈
C
〉
孔
子
が
言
っ
た
、
黄
帝
は
少
典
の
子
で
あ
る
。
(
名
を
)
粁
線
と
い
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
の
よ
う
に
霊
妙
な
知
恵
が
あ
り
、
弱
年
で
既
に
言
葉
を
話
す
事
が
で
き
、
幼
い
時
か
ら
そ
の
知
恵
は
広
く
深
く
、
成
人
し
て
か
ら
は
篤
実
で
、
聡
明
で
申
の
つ
れ
九
。
:
:
〈
a
〉
(
黄
帝
は
)
五
行
の
気
を
治
め
、
五
つ
の
度
量
衡
を
定
め
、
万
民
を
慰
撫
し
、
四
方
を
正
し
、
熊
・
熊
・
狼
・
緋
・
租
・
虎
に
教
え
て
、
阪
泉
の
野
で
赤
帝
と
戦
わ
せ
た
。
三
度
戦
い
そ
う
し
て
赤
帝
に
勝
つ
事
が
で
き
た
。
:
・
〈
C
〉
(
「
大
蛾
礼
記
』
五
帝
徳
篇
)
こ
れ
に
は
宰
我
の
問
い
に
孔
子
が
答
え
る
形
で
黄
帝
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
掲
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
[A]
の
部
分
と
[C]
の
部
分
、
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
の
〈
a
〉
の
部
分
と
〈
C
V
の
部
分
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぽ
同
じ
文
で
あ
る
。
た
だ
、
『
史
記
」
五
帝
本
紀
で
は
「
炎
帝
」
と
さ
れ
て
い
た
黄
帝
の
敵
が
「
赤
帝
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
五
行
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
も
と
も
と
の
伝
承
が
改
変
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
前
掲
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
[
B
]
と
[
D
]
の
部
分
に
は
蛍
尤
が
登
場
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
の
『
大
戴
礼
記
』
五
同
帝
徳
篇
に
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
文
が
な
く
、
蛍
尤
は
登
場
し
て
い
備
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
司
馬
遷
は
、
先
行
し
て
存
在
し
て
い
た
蛍
雌
尤
に
関
す
る
文
献
も
し
く
は
伝
承
と
、
こ
の
『
大
賊
礼
記
』
五
帝
徳
地
篇
の
文
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
『
史
記
』
五
帝
本
紀
を
書
い
た
も
の
と
訂
推
測
で
き
る
。
附
そ
れ
で
は
、
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
先
行
し
て
い
た
蛍
尤
に
関
す
る
が
文
献
も
し
く
は
伝
承
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
蛍5 
『
史
記
』
に
先
行
し
て
存
在
し
た
量
尤
に
関
す
る
資
料
ま
ず
、
「
蛍
尤
」
と
い
う
語
は
、
古
く
は
『
尚
書
」
呂
刑
に
見
ら
れ
る。
王
日
、
若
古
有
訓
。
蛍
尤
惟
始
作
乱
、
延
及
子
平
民
。
岡
不
冠
賊
、
鴎
義
姦
{
列
奪
様
矯
度
。
苗
民
弗
用
盤
、
制
以
刑
。
惟
作
五
虐
之
刑
、
日
法
。
殺
数
無
事
、
愛
始
淫
矯
別
別
採
掠
。
越
葱
鹿
刑
、
井
制
、
間
差
有
僻
。
民
興
育
漸
、
浪
浪
努
務
、
間
中
子
信
、
以
覆
誼
盟
。
虐
威
、
庶
毅
方
告
無
事
子
上
。
上
帝
監
民
、
岡
有
馨
香
、
徳
刑
鼎
世
間
惟
腿
。
皇
帝
哀
持
庶
数
之
不
事
、
報
虐
以
威
、
遇
絶
苗
民
、
無
世
在
下
。
乃
命
重
察
、
絶
地
天
遇
、
悶
有
降
格
。
王
は
言
っ
た
、
こ
こ
に
古
の
訓
が
あ
る
。
蛍
尤
は
始
め
て
乱
を
起
こ
し
、
(
そ
の
惑
は
)
平
民
に
ま
で
浸
透
し
た
。
(
平
民
は
)
強
盗
を
し
な
い
も
の
は
な
く
、
鴎
泉
の
よ
う
な
悪
賢
い
振
る
舞
い
を
し
た
り
内
に
も
外
に
も
悪
い
者
が
お
り
、
盗
み
を
働
い
た
り
上
の
命
と
偽
っ
て
人
の
も
の
を
盗
む
等
の
罪
を
犯
し
た
り
し
た。
三
苗
の
君
主
は
民
を
教
化
す
る
の
に
普
を
用
い
ず
、
重
い
刑
罰
で
(
民
を
)
統
制
し
た
。
五
種
の
残
虐
な
刑
罰
を
作
り
、
法
と
言
っ
た
。
罪
の
な
い
者
を
殺
害
し
、
そ
こ
で
大
い
に
則
・
刑
・
椋
・
掠
の
刑
罰
を
行
い
始
め
た
。
こ
の
刑
罰
を
布
き
施
す
の
に
、
6 
(
罪
の
あ
る
者
も
、
無
罪
の
者
も
)
み
な
罰
し
て
、
(
正
し
い
)
弁
明
の
あ
る
者
を
区
別
し
な
か
っ
た
。
一
ニ
苗
の
民
は
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
(
虐
政
に
)
染
ま
り
、
皆
揃
っ
て
度
々
悪
を
行
い
、
信
義
に
該
当
す
る
こ
と
も
な
く
、
盟
約
に
も
背
い
た
。
(
三
首
の
君
が
)
虐
政
し
威
武
す
る
の
で
、
多
く
の
罰
せ
ら
れ
た
者
逮
が
方
々
で
そ
の
無
実
を
上
帝
に
訴
え
た
。
上
帝
が
民
を
御
覧
に
な
る
と
、
正
し
い
行
い
は
な
く
、
(
三
苗
の
君
が
)
徳
あ
る
刑
(
と
考
え
て
い
る
も
の
)
が
(
外
に
)
発
し
て
た
だ
血
腫
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
皇
帝
は
多
く
の
罰
せ
ら
れ
た
者
達
の
無
実
を
哀
れ
み
、
残
虐
な
者
ら
に
は
威
を
も
っ
て
報
復
し
、
苗
民
を
断
絶
し
、
世
々
君
位
に
あ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
こ
で
重
繁
に
命
じ
て
、
地
天
の
適
を
断
た
せ
、
(
神
が
)
地
上
に
降
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。
(
豆
問
書
」
呂
刑
篇
)
右
の
『
尚
書
」
呂
刑
の
場
面
は
、
二
段
に
分
け
ら
れ
る
。
蛍
尤
が
世
を
乱
し
た
と
い
う
前
半
部
分
と
、
苗
民
が
刑
を
作
り
帝
が
重
繋
に
天
地
を
分
離
さ
せ
る
後
半
部
分
で
あ
る
。
蛍
品
ん
は
、
こ
の
前
半
部
分
に
登
場
し
て
、
地
上
に
始
め
て
乱
を
も
た
ら
す
が
、
直
接
に
帝
と
争
っ
た
と
は
替
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
面
は
む
し
ろ
、
後
半
部
分
の
苗
民
の
説
話
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
蛍
尤
は
、
遥
か
古
の
反
乱
者
の
鼻
祖
と
し
て
、
僅
か
に
言
及
さ
れ
る
だ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
の
蛍
尤
の
最
初
の
乱
が
苗
民
へ
と
受
け
継
が
れ
、
間
接
的
な
原
因
と
な
り
「
地
天
の
遇
」
が
絶
た
れ
て
、
天
と
地
の
交
通
が
杜
絶
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
面
に
は
、
御
手
洗
勝
氏
が
「
聖
に
し
て
善
な
る
帝
及
び
君
主
の
命
令
や
行
動
が
、
「
呂
刑
」
篇
で
は
皇
帝
(
上
帝
)
の
そ
A
U
V
 
れ
ら
に
統
一
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
蛍
尤
が
乱
を
な
す
こ
と
・
=
一
苗
が
重
い
刑
罰
を
作
る
こ
と
・
霊
繋
が
天
地
分
離
を
す
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
主
題
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
の
支
配
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
、
「
上
帝
」
や
「
皇
帝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
明
確
で
は
な
い
。
で
は
、
最
初
に
述
べ
ら
れ
る
蛍
尤
の
乱
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
文
献
で
は
『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
、
そ
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
有
係
昆
之
山
者
、
有
共
工
之
蜜
。
射
者
不
敢
北
郷
。
有
人
、
衣
青
衣
。
名
目
黄
帝
女
魁
。
蛍
尤
作
兵
伐
黄
帝
。
資
帝
乃
令
底
龍
攻
之
巽
州
之
野
。
臆
龍
畜
水
。
蛍
尤
諮
風
伯
雨
師
、
縦
大
風
雨
。
資
帝
乃
下
天
女
日
魅
。
雨
止
。
遂
殺
虫
尤
。
魁
不
得
復
上
、
所
居
不
雨
。
叔
均
言
之
帝
。
後
置
之
赤
水
之
北
。
叔
均
乃
馬
田
組
。
魁
時
亡
之
。
所
欲
逐
之
者
、
令
目
、
紳
北
行
。
先
除
水
道
、
決
通
潜
抽
出
。
係
昆
の
山
が
あ
り
、
共
工
の
台
が
あ
る
。
弓
を
射
る
者
は
北
に
向
け
よ
う
と
し
な
い
。
人
が
い
て
、
背
い
着
物
を
着
て
い
る
。
名
は
黄
帝
の
女
魁
と
い
う
。
蛍
尤
は
武
器
を
作
っ
て
黄
帝
を
攻
撃
し
た
。
黄
帝
は
そ
こ
で
応
竜
に
奨
州
の
野
で
攻
撃
さ
せ
た
。
応
竜
は
水
を
蓄
え
た
。
蛍
尤
は
風
伯
と
雨
師
と
を
招
請
し
、
暴
風
雨
を
思
う
存
分
に
吹
か
せ
た
。
黄
帝
は
そ
こ
で
天
女
の
魅
と
い
う
者
を
下
し
た
。
雨
は
止
ん
だ
。
そ
こ
で
(
応
竜
は
)
蛍
尤
を
殺
し
た
。
し
か
し
越
は
再
び
天
上
に
昇
る
こ
と
が
で
き
ず
、
(
魁
の
)
住
む
所
は
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
。
叔
均
は
こ
の
こ
と
を
帝
に
訴
え
た
。
(
帝
は
)
そ
の
の
ち
舷
を
赤
水
の
北
に
住
ま
わ
せ
た
。
叔
均
は
そ
と
で
回
祖
と
な
っ
た
。
越
は
時
々
そ
こ
を
均
け
出
す
。
越
を
逐
い
払
お
う
と
す
る
者
は
、
命
令
し
て
、
「
神
よ
、
北
へ
行
け
」
と
言
う
。
ま
ず
水
路
を
掃
除
し
、
潜
を
通
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
同
右
の
場
面
も
、
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
干
舷
の
起
源
神
話
情
と
し
て
、
蛍
尤
が
賞
帝
と
争
い
、
応
竜
に
抹
殺
さ
れ
る
前
半
部
分
と
、
雌
女
魁
す
な
わ
ち
干
般
を
避
け
る
た
め
の
呪
術
が
記
さ
れ
る
後
半
部
分
挫
で
あ
る
。
一
弘
前
半
部
分
に
お
い
て
は
、
蛍
尤
が
武
器
を
作
り
風
伯
・
雨
師
を
招
初
詣
し
た
の
に
対
し
て
、
賞
帝
は
応
竜
と
女
越
を
下
し
て
蛍
尤
に
当
た
同
ら
せ
て
い
る
。
前
半
部
分
に
は
、
応
竜
・
越
・
風
伯
・
雨
師
と
い
っ
批
た
人
で
は
な
い
も
の
達
が
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蛍
尤
・
黄
帝
双
方
共
に
神
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
7
ま
た
、
前
半
部
分
か
ら
は
、
松
田
稔
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
目
、
黄
帝
が
二
つ
の
面
を
混
在
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
貴
尤
と
争
う
地
上
の
支
配
者
と
し
て
の
面
と
、
天
女
を
下
す
天
上
の
神
と
し
て
の
面
で
あ
る
。
黄
帝
が
こ
う
し
た
こ
面
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
黄
帝
と
対
置
さ
れ
る
蛍
尤
も
地
上
の
支
配
者
と
争
う
ば
か
り
で
な
く
、
天
上
の
神
に
抗
う
悪
神
と
し
て
の
面
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
前
半
部
分
は
干
魁
の
起
源
神
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
黄
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
が
原
因
で
、
越
は
天
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
後
半
部
分
に
地
上
に
早
越
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
に
は
、
魁
だ
げ
で
な
く
、
応
竜
も
天
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
大
荒
東
北
隅
中
有
山
、
名
目
凶
整
土
丘
。
熔
龍
庭
南
極
。
殺
蛍
尤
興
事
勺
父
、
不
得
復
上
。
放
下
数
早
。
早
而
矯
廠
龍
之
状
、
乃
得
大
雨。
大
荒
の
東
北
の
す
み
の
中
に
山
が
あ
り
、
凶
繁
土
丘
と
名
づ
げ
ら
れ
る
。
応
竜
は
南
の
は
て
に
い
る
。
(
こ
の
応
竜
は
)
蛍
尤
と
考
父
を
殺
し
、
再
び
天
上
に
昇
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
地
上
は
し
ば
し
ば
早
魁
に
陥
っ
た
。
早
魁
に
な
っ
た
時
に
応
竜
の
姿
形
を
真
似
た
も
の
を
作
る
と
、
は
じ
め
て
大
雨
が
降
司
令
。
応
竜
は
蛍
尤
と
考
父
を
殺
し
た
結
果
、
再
び
天
上
に
上
れ
な
く
な
8 
り
、
そ
の
た
め
地
上
は
し
ば
し
ば
早
舷
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
山
海
経
』
大
荒
経
に
よ
る
限
り
、
蛍
尤
討
伐
に
当
た
っ
た
舷
も
応
竜
も
、
二
人
と
も
が
揃
っ
て
、
天
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
応
竜
と
女
魁
が
天
に
返
れ
な
く
な
っ
た
理
由
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
黄
帝
と
蛍
尤
の
争
い
で
天
と
地
の
交
通
が
社
絶
し
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
蛍
尤
の
神
話
に
も
天
地
分
離
神
話
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
中
国
に
お
け
る
天
地
分
離
神
話
の
要
素
と
は
何
か
。
己
こ
で
先
の
『
尚
書
』
呂
刑
の
記
述
が
想
起
さ
れ
る
。
呂
刑
で
は
「
乃
ち
重
察
に
命
じ
て
、
地
天
の
適
を
絶
」
っ
と
、
天
と
地
の
交
通
を
絶
っ
た
者
は
重
懇
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
霊
裂
の
話
を
分
析
す
れ
ば
、
天
地
分
離
神
話
の
要
素
が
折
出
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
重
繋
の
天
地
分
離
神
話
天
地
分
離
神
話
と
は
、
原
初
に
於
い
て
未
分
化
で
あ
っ
た
天
地
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
を
語
る
神
話
で
あ
る
。
沼
沢
喜
市
氏
は
、
各
地
域
の
天
地
分
離
神
話
が
著
し
い
類
似
を
見
せ
て
お
り
、
幾
つ
か
の
型
に
分
類
で
き
る
と
す
る
。
中
国
の
天
地
分
離
陣
神
話
で
は
、
前
掲
の
『
尚
書
』
日
刑
の
ほ
か
に
『
園
盟
問
』
楚
語
刊
に
も
、
重
裂
の
抑
話
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
楚
の
昭
王
が
「
周
替
に
重
繋
は
天
地
を
通
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
も
し
そ
う
し
な
か
っ
た
ら
、
民
は
天
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
下
問
し
、
そ
れ
に
観
射
父
が
答
え
る
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
古
は
民
と
神
は
雑
居
し
て
い
な
い
」
状
態
で
あ
り
、
一
品
親
や
五
官
と
い
っ
た
宗
教
者
た
ち
が
そ
の
職
能
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
「
民
は
忠
や
信
が
あ
り
、
神
は
明
徳
が
あ
っ
た
。
民
は
神
と
業
を
異
に
し
て
お
り
、
民
は
神
を
敬
っ
て
汚
さ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
神
は
民
に
め
で
た
い
物
を
下
し
、
民
は
供
物
を
捧
げ
、
禍
災
は
発
生
せ
ず
、
必
要
な
も
の
が
欠
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
神
の
恩
寵
に
満
ち
た
楽
園
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
少
停
の
世
が
衰
え
、
九
繋
が
徳
を
乱
し
た
」
。
「
民
と
神
は
雑
居
し
て
」
、
民
の
方
で
は
「
人
々
は
勝
手
に
祭
杷
を
行
い
、
家
々
で
勝
手
に
亙
史
に
な
」
る
な
ど
し
、
神
の
方
は
「
民
の
規
則
に
押
れ
、
そ
の
行
為
を
潔
く
し
な
か
っ
た
」
。
そ
の
結
果
、
「
め
で
た
い
物
は
下
ら
ず
」
、
「
禍
災
が
頻
発
し
、
天
寿
を
全
う
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
」
。
傾
頑
が
こ
の
世
を
受
け
継
ぐ
と
、
重
に
天
を
、
裂
に
地
を
管
轄
さ
せ
て
、
旧
常
に
戻
し
、
民
と
神
と
が
互
い
に
侵
犯
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。
こ
れ
を
地
天
の
通
を
絶
っ
と
言
っ
た
。
そ
の
後
三
苗
の
民
が
九
繋
の
よ
う
な
悪
徳
の
行
為
を
繰
り
返
し
た
の
で
、
尭
は
重
と
察
の
後
爾
に
、
再
び
天
地
の
官
を
司
ら
せ
た
。
周
の
世
に
、
程
伯
の
休
父
が
、
「
重
は
天
を
押
し
上
げ
、
繁
は
地
を
押
し
下
げ
た
。
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
観
射
父
は
「
そ
も
そ
も
天
地
は
形
成
し
て
か
ら
変
化
せ
ず
、
ど
う
し
て
近
づ
く
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
」
と
駁
す
る
の
で
あ
る
。
「
図
垣
間
』
楚
語
に
記
さ
れ
る
観
射
父
の
答
え
で
は
、
「
地
天
の
通
」
は
実
際
の
通
路
や
柱
の
よ
う
な
も
の
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
観
射
父
は
、
重
と
裂
が
亙
硯
や
五
官
と
い
っ
た
宗
教
者
た
ち
の
職
能
を
代
行
し
、
人
と
神
を
そ
れ
ぞ
れ
監
督
・
管
理
し
た
行
為
を
、
「
地
天
の
通
を
絶
つ
」
と
表
現
し
た
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
程
伯
休
父
の
一
言
う
と
こ
ろ
の
重
繁
の
天
地
分
離
も
、
観
射
父
は
、
た
だ
民
衆
を
威
圧
す
る
た
め
の
作
り
話
に
週
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
『
闘
語
』
を
離
れ
て
他
の
文
献
に
目
を
や
れ
ば
、
程
同
伯
休
父
が
吹
聴
す
る
「
霊
は
天
を
押
し
上
げ
、
察
は
地
を
押
し
下
げ
偶
た
。
」
と
い
う
引
話
に
つ
い
て
は
、
同
じ
内
容
の
神
話
が
「
山
海
経
」
雌
大
荒
西
経
に
見
出
さ
れ
る
。
山
山
紙
一
域
生
老
堂
、
老
童
生
霊
及
察
。
帝
令
霊
献
上
天
、
令
駒
世
間
下
地
。
訳
版
一
墳
は
老
零
主
み
、
老
童
は
霊
と
察
と
を
生
ん
だ
。
帝
は
抑
重
に
天
を
押
し
上
げ
さ
せ
、
繋
に
地
を
抑
え
下
げ
さ
せ
た
。
t
H
 
X
大
荒
西
経
の
記
述
は
「
地
天
の
適
を
絶
つ
」
の
で
は
な
く
、
天
を
配
押
し
上
げ
、
地
を
抑
え
下
げ
て
、
現
在
の
世
界
を
形
作
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
重
繋
が
天
地
分
離
を
し
た
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
9
認
識
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
は
伺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
「
園
垣
間
』
楚
語
下
の
場
面
で
、
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
「
周
書
」
と
は
、
前
章
の
官
頭
に
挙
げ
た
『
尚
書
』
呂
刑
の
こ
と
で
あ
る
。
呂
刑
で
は
、
蛍
尤
に
端
を
発
し
苗
民
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
世
界
を
、
重
繋
が
「
地
天
の
通
」
を
絶
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
上
と
地
上
に
分
離
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
『
園
語
』
楚
語
下
の
記
載
は
、
『
尚
書
』
呂
刑
に
お
け
る
重
繁
の
「
地
天
の
通
を
絶
つ
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
観
射
父
が
合
理
化
を
施
し
た
一
解
釈
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
話
の
原
型
に
よ
り
近
い
の
は
、
『
尚
靖
国
』
呂
刑
の
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
共
工
神
話
に
お
け
る
「
天
柱
」
そ
れ
で
は
、
重
繋
が
絶
っ
た
と
い
う
「
地
天
の
通
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
地
天
の
通
」
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
『
准
南
子
』
や
『
列
子
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
共
工
神
話
に
登
場
す
る
「
天
柱
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
品
目
者
共
工
輿
顕
間
相
手
筋
帝
、
怒
而
燭
不
周
之
山
。
天
柱
折
、
地
維
絶
、
天
傾
西
北
。
故
日
月
星
辰
移
駕
。
地
不
満
東
南
。
故
水
抽
出
鹿
挨
蹄
務
。昔
共
工
は
版
項
と
帝
座
を
争
い
、
怒
っ
て
不
周
の
山
に
触
れ
た
。
天
柱
は
折
れ
、
地
を
繋
ぐ
維
は
切
れ
、
天
が
西
北
に
傾
い
10 
た
。
だ
か
ら
日
月
星
辰
は
移
動
し
た
。
地
は
東
南
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
水
や
塵
挨
は
こ
の
東
南
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
『
准
南
子
』
天
文
訓
)
共
工
が
飯
田
明
と
帝
座
を
争
い
、
怒
っ
て
不
周
の
山
に
触
れ
た
た
め
、
天
柱
は
折
れ
地
を
紫
ぐ
維
は
切
れ
天
が
西
北
に
傾
い
た
と
い
う
神
話
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
列
子
』
湯
問
篇
に
も
見
ら
れ
る
。
『
准
南
子
」
や
『
列
子
」
の
共
工
神
話
に
登
場
す
る
「
天
柱
」
と
は
、
天
と
地
を
繋
ぎ
、
天
を
支
え
る
柱
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
『
尚
書
』
や
『
圏
諸
』
の
重
察
神
話
に
あ
る
「
地
天
の
通
」
も
、
天
と
地
を
繋
ぎ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
や
神
が
天
上
と
地
上
を
往
来
す
る
通
路
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
天
柱
」
も
「
地
天
の
通
」
も
、
同
一
の
観
念
の
異
な
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
地
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
は
、
他
に
「
建
木
」
や
「
扶
桑
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
建
木
在
都
廃
。
衆
帝
所
自
上
下
。
日
中
無
景
、
呼
市
無
響
。
益
天
地
之
中
也
。
建
木
は
都
肢
に
あ
る
。
衆
帝
が
こ
れ
に
よ
っ
て
上
り
下
り
す
る
所
で
あ
る
。
日
中
に
は
影
が
無
く
な
り
、
叫
ん
で
も
声
は
響
か
な
い
。
思
う
に
天
地
の
中
心
な
の
で
あ
る
う
。
(
『
准
南
子
』
墜
形
訓
)
「
建
木
」
も
ま
た
、
衆
帝
が
こ
れ
に
よ
っ
て
上
り
下
り
す
る
も
の
で
、
天
地
の
中
心
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
「
扶
桑
」
は
、
「
山
海
経
』
海
外
東
紐
に
、
太
陽
の
宿
る
樹
木
と
し
て
見
え
る
。
湯
谷
上
有
扶
桑
。
十
日
所
浴
。
在
黒
歯
北
、
居
水
中
。
有
大
木
。
九
日
居
下
校
、
一
日
居
上
枝
。
湯
谷
の
上
に
扶
桑
が
あ
る
。
十
個
の
太
陽
が
湯
浴
み
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
黒
歯
の
北
に
あ
り
、
水
中
に
あ
る
。
大
木
が
あ
る
。
九
個
の
太
陽
は
下
の
枝
に
居
り
、
一
個
の
太
陽
は
上
の
枝
に
居
ヲ
G
。
ま
た
扶
桑
に
宿
っ
て
い
た
太
陽
は
こ
こ
か
ら
天
空
へ
と
登
っ
て
い
く
こ
と
が
、
「
准
雨
子
』
天
文
訓
に
見
え
る
。
日
出
子
陽
谷
、
浴
子
戚
池
、
梯
子
扶
桑
。
是
謂
良
明
。
登
子
扶
桑
、
愛
始
終
行
。
是
諮
拙
明
。
日
は
陽
谷
か
ら
出
て
、
成
池
で
湯
浴
み
し
、
扶
桑
を
過
ぎ
る
。
こ
の
時
を
長
明
と
一
言
う
。
扶
桑
に
登
り
、
い
よ
い
よ
空
を
行
こ
う
と
す
る
。
こ
の
時
を
脳
明
と
一
吉
守
つ
。
さ
ら
に
扶
桑
は
、
天
地
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
も
記
述
さ
れ
る
。
天
下
之
高
者
、
有
扶
桑
、
無
枝
木
弱
。
上
至
於
天
、
盤
腕
而
下
屈
、
通
三
泉
。
天
下
の
高
い
も
の
に
は
、
扶
桑
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
校
が
な
い
。
上
は
天
に
ま
で
遥
し
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
下
は
屈
曲
し
て
、
地
下
に
通
じ
て
い
る
。
(
『
太
平
御
覧
』
木
部
巻
九
五
五
所
引
『
玄
中
記
」
)
扶
桑
に
つ
い
て
、
小
南
氏
は
『
准
南
子
』
墜
形
訓
の
「
若
木
は
建
木
の
西
に
在
り
。
末
に
十
日
あ
り
。
そ
の
撃
は
下
地
を
照
ら
す
。
」
と
い
う
記
述
を
引
き
、
「
扶
桑
と
若
木
と
は
元
来
一
つ
の
も
の
で
、
大
き
な
桑
の
木
の
如
き
植
物
が
世
界
の
中
央
に
一
本
生
え
、
太
陽
の
一
日
の
運
行
は
、
そ
の
木
の
下
の
枝
か
ら
出
発
し
て
最
高
の
枝
ま
で
登
り
、
ま
た
降
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
叫
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
地
を
往
来
す
る
「
地
天
の
通
」
、
天
を
支
え
る
「
天
柱
」
そ
し
て
右
の
「
建
木
」
や
「
扶
桑
」
と
は
、
同
一
の
観
念
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
観
念
は
、
天
地
を
繋
ぐ
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
が
昇
降
す
る
こ
と
、
世
界
の
中
心
で
あ
る
こ
と
と
い
う
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
念
は
、
エ
リ
ア
1
デ
氏
所
説
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
同
と
言
わ
れ
て
い
る
観
念
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
目
。
エ
リ
ア
l
情
デ
氏
に
拠
れ
ば
、
世
界
各
地
の
古
代
社
会
に
は
あ
る
存
在
物
が
中
心
離
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
す
る
信
仰
が
あ
る
。
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
は
、
世
世
界
の
中
心
に
釜
え
る
聖
な
る
山
、
樹
木
(
世
界
樹
)
、
柱
な
ど
で
表
訳
さ
れ
、
天
上
、
地
上
、
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
買
い
て
立
っ
て
い
る
。
押
さ
ら
に
、
三
つ
の
世
界
の
交
通
は
こ
の
軌
を
適
し
て
の
み
可
能
と
な
七
M
{
泣
}
に
る
と
す
る
。
批
こ
の
エ
リ
ア
l
デ
氏
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
に
依
拠
ま
た
は
言
及
し
た
論
文
と
し
て
は
、
御
手
洗
勝
「
郷
街
の
大
九
州
説
と
昆
日
帰
停
都
」
、
餓
井
慶
紀
「
昆
寵
伝
説
に
つ
い
て
の
一
試
論
エ
リ
ア
l
デ
氏
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
に
立
脚
し
て
直
」
、
小
南
一
郎
「
昆
(
お
)
掃
山
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
昆
命
山
が
こ
う
し
た
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
致
を
見
せ
て
い
る
。
昆
命
山
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
記
載
は
、
『
山
海
経
』
や
『
准
商
子
』
に
見
ら
れ
る
。
昆
命
之
丘
、
是
質
惟
帝
之
下
都
。
(
『
山
海
綬
』
西
山
経
)
昆
命
之
丘
、
或
上
倍
之
、
是
調
涼
風
之
山
。
登
之
而
不
死
。
或
上
倍
之
、
是
認
懸
園
。
登
之
乃
盤
、
能
使
風
雨
。
或
上
倍
之
、
乃
維
上
天
。
登
之
乃
神
。
是
謂
太
帝
之
居
。
昆
命
の
丘
を
、
倍
の
高
さ
ま
で
登
る
と
、
そ
こ
を
涼
風
の
山
と
言
う
。
こ
こ
ま
で
登
る
と
不
死
を
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
の
倍
の
高
さ
ま
で
登
る
と
、
そ
こ
を
懸
固
と
一
吉
う
。
こ
こ
ま
で
登
る
と
霊
力
を
得
て
、
風
雨
を
使
役
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ
の
倍
の
高
さ
ま
で
登
る
と
、
そ
こ
は
上
天
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
登
る
も
の
は
神
で
あ
る
。
こ
と
を
太
帝
の
居
と
言
う
。
(
『
准
南
子
』
墜
形
訓
)
以
上
の
よ
う
に
、
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
の
観
念
は
古
代
中
国
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
「
地
天
の
通
」
も
「
天
柱
」
も
昆
命
同
様
こ
う
し
た
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
の
観
念
の
、
異
な
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
2
ル
」
を
絶
つ
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
天
と
地
の
交
通
が
杜
絶
し
、
地
上
と
天
上
が
分
離
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
天
地
分
離
神
話
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
天
地
分
離
神
話
は
、
ま
ず
沼
沢
氏
「
天
地
分
る
る
神
話
の
文
化
史
的
背
景
」
に
よ
れ
ば
、
四
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
一
位
。
さ
ら
に
沼
沢
氏
の
論
文
に
依
拠
し
て
、
餓
井
氏
は
「
古
代
中
国
に
は
①
宇
宙
開
閥
(
『
一
ニ
五
歴
記
』
の
盤
古
説
話
)
、
②
楽
園
(
「
尚
書
』
呂
刑
篇
)
、
③
天
の
追
放
(
昌
刑
、
『
園
語
』
楚
語
、
『
山
海
経
」
大
荒
西
経
の
重
察
の
説
話
)
の
三
つ
の
観
念
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
天
地
分
離
{
幻
)
説
話
が
存
在
し
て
い
た
」
と
す
る
。
御
手
洗
氏
は
、
『
尚
書
』
呂
刑
の
天
地
分
離
は
人
の
行
為
に
対
す
る
神
の
報
復
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
「
地
天
の
通
の
可
能
な
状
態
と
は
、
逆
に
至
福
の
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
天
地
分
雌
以
前
の
楽
園
時
代
を
想
定
す
目
。
一
方
鍛
井
氏
は
、
『
尚
書
』
呂
刑
は
楽
園
時
代
の
終
駕
で
あ
る
と
す
る
御
手
洗
氏
の
説
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
璽
繋
神
話
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
ク
ロ
ノ
ス
に
よ
る
父
ウ
ラ
ノ
ス
の
追
放
の
よ
う
な
望
ま
し
く
な
い
天
の
追
放
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
餓
井
氏
は
、
重
繋
が
太
陽
神
で
あ
る
が
故
に
、
祝
融
・
毅
和
と
関
連
し
た
と
し
、
太
陽
神
と
い
う
性
格
上
、
重
禁
は
世
界
各
地
に
み
ら
れ
る
天
地
分
離
神
話
の
主
人
公
の
役
蜘
を
演
じ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
鍬
井
氏
は
、
「
か
く
て
呂
刑
の
天
地
分
離
説
話
に
は
、
分
離
者
の
重
繋
を
太
陽
神
で
あ
る
と
す
る
限
り
、
御
手
洗
氏
の
い
わ
れ
る
楽
園
観
念
に
プ
ラ
ス
し
て
、
天
を
追
放
す
る
観
念
が
天
地
分
隊
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
重
懇
の
場
合
、
『
尚
書
』
呂
刑
で
は
、
御
手
洗
氏
の
言
う
よ
う
に
、
混
乱
し
民
神
雑
住
し
た
地
上
や
、
暴
政
を
行
っ
た
苗
民
へ
の
罰
と
し
て
天
地
分
離
が
な
さ
れ
て
お
り
、
重
繋
に
よ
る
天
地
分
離
は
楽
園
時
代
の
終
清
を
意
味
す
る
神
話
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
園
吉
岡
』
楚
語
下
で
も
、
古
は
民
神
は
雑
じ
ら
ず
、
嘉
生
が
下
り
、
禍
災
が
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
神
の
恩
寵
に
満
ち
た
楽
園
時
代
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
天
地
分
離
は
楽
園
時
代
の
終
駕
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
楽
園
時
代
が
終
濡
し
、
天
地
分
離
が
な
さ
れ
た
結
果
、
新
し
い
秩
序
と
時
間
が
始
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
准
南
子
』
や
『
列
子
』
に
登
場
す
る
共
工
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
秩
序
を
破
壊
す
る
者
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
前
掲
『
准
南
子
』
墜
形
訓
の
記
載
で
、
共
工
は
天
を
支
え
る
「
天
柱
」
を
破
壊
し
て
災
厄
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
ま
た
、
『
准
南
子
』
本
経
訓
で
も
、
大
洪
水
を
起
こ
し
て
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
引
用
文
中
の
(
*
)
は
注
が
付
さ
れ
た
筒
所
を
示
し
、
注
文
は
後
掲
す
る
。
舜
之
時
、
共
工
振
泊
洪
水
、
以
滞
空
桑
(
*
)
。
龍
門
未
開
、
日
白
梁
未
設
、
江
准
適
流
、
四
海
浜
沖
。
民
皆
上
丘
陵
、
赴
樹
木
。
*
[
高
誘
注
]
・
:
簿
、
迫
也
。
空
桑
、
地
名
、
在
魯
也
。
舜
の
時
、
共
工
は
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
、
空
桑
に
迫
っ
た
。
龍
門
も
昌
梁
も
未
だ
聞
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
江
・
准
は
合
流
し
て
、
四
海
は
真
っ
暗
で
陸
地
が
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
人
々
は
皆
高
い
丘
や
樹
木
の
上
に
避
難
し
た
。
同
様
に
、
『
准
南
子
』
兵
略
訓
に
「
炎
帝
は
火
災
を
局
す
、
故
に
黄
帝
之
を
禽
に
す
。
共
工
は
水
害
を
局
す
、
故
に
願
頑
之
を
諒
す
。
」
と
あ
り
、
共
工
は
傾
頑
に
詠
殺
さ
れ
て
い
る
。
天
地
分
離
を
行
い
、
神
の
恩
寵
に
満
ち
た
秩
序
あ
る
楽
園
か
ら
、
人
間
だ
げ
の
歴
史
・
時
間
へ
移
行
さ
せ
る
と
言
う
点
で
は
、
重
繋
も
共
工
も
狂
言
回
し
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
共
工
の
場
合
は
、
秩
序
の
要
と
も
な
る
「
天
柱
」
を
破
壊
し
て
い
る
。
こ
の
行
為
は
、
世
界
を
原
初
の
混
沌
と
し
た
状
態
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
行
為
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
鍛
井
氏
は
、
共
工
は
龍
蛇
型
の
神
で
あ
る
と
し
、
そ
の
辻
で
龍
蛇
舗
は
原
初
の
混
沌
を
象
徴
す
る
と
す
る
エ
リ
ア
l
デ
氏
の
所
説
に
依
拠
(mv 
雌
し
て
、
共
工
も
原
初
の
混
沌
を
象
徴
す
る
と
す
る
。
地
こ
う
し
た
原
初
の
混
沌
を
象
徴
す
る
共
工
に
よ
っ
て
楽
園
時
代
は
ほ
終
濡
し
、
共
工
を
談
殺
す
る
ζ
と
で
新
し
い
秩
序
の
回
復
が
図
ら
れ
切
る
の
で
あ
る
。
+
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五
量
尤
の
天
地
分
離
こ
こ
ま
で
、
重
繋
・
共
工
の
天
地
分
離
神
話
に
共
通
す
る
モ
チ
l
フ
と
し
て
、
天
地
を
繋
ぐ
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
絶
ち
破
壊
す
る
行
為
を
見
て
き
た
。
そ
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
は
、
重
懇
の
場
合
は
「
地
天
の
通
」
で
あ
り
、
共
工
の
場
合
は
「
天
柱
」
で
あ
っ
た
。
で
は
、
蛍
克
の
場
合
は
ど
う
か
。
も
し
蛍
尤
神
話
が
天
地
分
離
神
話
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
蛍
尤
神
話
に
も
天
地
分
離
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
「
地
天
の
通
」
や
「
天
柱
」
に
相
当
す
る
も
の
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
初
学
記
』
所
引
の
『
蹄
臓
』
に
、
「
空
桑
」
と
し
て
見
え
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
『
初
学
記
』
の
「
背
丘
丹
浦
」
の
注
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
締
蔵
啓
拙
品
目
、
出
血
尤
出
自
羊
水
、
八
肱
八
祉
疏
首
。
登
九
津
以
伐
空
桑
。
黄
帝
殺
之
於
育
丘
。
『
蹄
蕨
』
啓
箆
に
-
=
一
一
回
う
、
「
蛍
尤
は
羊
水
か
ら
出
現
し
、
手
足
が
八
本
ず
つ
あ
り
頭
が
大
き
か
っ
た
。
九
津
に
登
っ
て
空
桑
を
伐
っ
た
。
黄
帝
は
乙
の
蛍
尤
を
青
丘
で
殺
し
た
」
と
。
(
『
初
学
記
』
巻
九
「
帝
王
部
総
絞
帝
王
」
所
引
『
蹄
誠
』
啓
盤
)
「
空
桑
」
は
、
前
掲
『
准
南
子
』
本
経
訓
に
も
、
「
共
工
は
洪
水
を
振
泊
し
、
以
て
空
桑
に
薄
る
」
と
見
え
る
。
本
文
「
薄
空
桑
」
に
つ
い
て
、
高
誘
注
は
「
薄
と
は
、
迫
る
な
り
。
空
桑
は
、
地
名
、
魯
に
在
る
な
り
。
」
と
し
、
「
空
桑
」
は
地
名
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
空
桑
」
に
つ
い
て
は
、
神
秘
的
な
樹
木
あ
る
い
は
山
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
世
界
の
果
て
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
山
の
名
と
し
て
の
4
記
載
が
あ
る
。
「
楚
辞
』
九
歌
の
「
君
泡
刻
し
て
以
て
下
れ
ば
、
空
桑
を
総
え
て
女
に
従
わ
ん
」
と
い
う
本
文
に
王
逸
は
、
「
空
桑
は
山
名
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
山
と
し
て
の
「
空
桑
」
は
、
『
山
海
経
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
『
山
海
経
』
東
山
経
に
「
東
次
二
経
の
首
は
、
空
桑
の
山
と
日
う
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
樹
木
と
し
て
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覧
に
見
え
る
。
有
仇
氏
女
子
採
桑
、
得
嬰
児
子
空
桑
之
中
、
献
之
其
君
。
其
君
令
舟
人
養
之
。
察
其
所
以
然
目
、
其
母
居
伊
水
之
上
苧
、
夢
有
神
告
之
日
、
臼
出
水
市
東
走
、
母
顧
。
明
日
視
臼
出
水
、
告
其
郷
、
東
走
十
里
。
市
顧
其
邑
、
議
為
水
。
身
因
化
為
空
桑
。
有
伐
氏
の
娘
が
桑
を
取
っ
て
い
た
時
、
空
桑
の
中
か
ら
赤
子
を
得
て
、
そ
の
君
主
に
献
上
し
た
。
こ
の
君
主
は
料
理
人
に
こ
の
子
を
養
育
さ
せ
た
。
こ
の
子
が
空
桑
の
中
に
い
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
子
の
母
は
伊
水
の
ほ
と
り
に
い
て
身
ご
も
っ
て
い
た
が
、
夢
に
神
が
現
れ
て
言
っ
た
、
『
臼
が
水
を
出
し
た
ら
東
に
走
っ
て
、
振
り
返
っ
て
は
い
け
な
い
』
。
次
の
日
(
そ
の
母
は
)
臼
が
水
を
出
し
て
い
る
の
を
見
て
、
隣
家
に
も
言
っ
て
、
東
に
十
塁
走
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
都
邑
を
振
り
返
る
と
、
一
面
水
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
(
そ
の
母
の
)
身
体
は
空
桑
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
。
有
仇
氏
の
娘
が
桑
を
取
っ
て
い
た
時
、
空
桑
の
中
か
ら
赤
子
を
得
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
子
の
母
が
神
の
お
告
げ
に
従
っ
て
洪
水
か
ら
逃
れ
る
時
に
振
り
向
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
を
侵
し
た
た
め
に
、
「
空
桑
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
空
桑
」
は
『
山
海
経
』
大
荒
商
経
の
注
で
郭
撲
が
引
く
『
蹄
臓
』
に
も
見
え
る
。
目
故
啓
位
品
目
、
空
桑
之
蒼
斎
、
八
極
之
既
張
、
乃
有
夫
裁
和
。
是
主
日
月
、
職
出
入
以
潟
晦
明
。
又
回
、
臨
彼
上
天
、
一
明
一
晦
。
有
夫
裁
和
之
子
、
出
子
賜
倒
。
だ
か
ら
(
『
帽
阿
蘇
」
)
啓
盤
に
言
う
、
「
空
桑
は
青
々
と
し
て
、
八
極
に
(
綱
が
)
張
ら
れ
て
か
ら
、
か
の
裁
和
が
現
れ
た
。
こ
の
義
和
は
日
月
を
司
り
、
そ
の
出
没
を
司
っ
て
昼
夜
を
作
っ
た
」
と
。
ま
た
言
う
、
「
か
の
上
空
を
見
る
と
、
一
度
明
る
く
な
っ
た
と
思
う
と
一
度
暗
く
な
る
。
か
の
義
和
の
子
が
居
り
、
陽
谷
か
ら
出
て
い
る
」
と
。
『
蹄
臓
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
空
桑
」
は
裁
和
が
現
れ
て
昼
夜
が
始
ま
る
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
の
『
錦
減
』
に
記
さ
れ
る
「
空
桑
」
は
、
「
扶
桑
」
と
同
一
の
存
在
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
「
扶
桑
」
は
、
前
章
に
挙
げ
た
よ
う
に
『
山
海
経
』
海
外
東
経
に
「
湯
谷
の
上
に
扶
桑
有
り
。
十
日
の
浴
す
る
所
な
り
」
と
あ
り
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
に
は
「
日
は
陽
谷
よ
り
出
で
、
成
池
に
浴
し
、
扶
桑
を
掛
る
」
と
あ
っ
て
、
太
陽
が
出
て
く
る
場
所
で
あ
る
「
陽
谷
(
湯
谷
)
」
に
存
在
し
て
い
た
。
一
方
「
空
桑
」
は
、
右
の
『
蹄
誠
』
に
「
乃
ち
夫
の
義
和
有
り
」
と
あ
り
、
裁
和
の
い
る
所
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
右
の
『
蹄
臓
』
に
は
「
夫
の
裁
和
の
子
有
り
、
陽
谷
よ
り
出
づ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
直
後
の
『
山
海
綬
」
大
荒
南
経
本
文
に
「
裁
和
は
帝
俊
の
妻
に
し
て
、
十
日
を
生
む
。
」
と
あ
る
の
で
、
「
義
和
の
子
」
と
は
「
十
日
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
山
海
経
』
や
『
准
南
子
』
に
記
さ
れ
る
「
陽
谷
(
湯
谷
)
」
と
、
『
蹄
臓
」
に
記
さ
れ
る
「
腸
谷
」
は
十
日
が
そ
こ
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
同
一
の
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
「
山
海
経
』
海
外
東
経
と
『
准
南
子
』
天
文
訓
に
同
記
述
さ
れ
る
「
陽
谷
(
湯
谷
こ
に
あ
り
太
陽
が
宿
る
「
扶
桑
」
と
、
情
右
の
『
蹄
減
』
に
記
述
さ
れ
る
「
陽
谷
」
に
あ
る
「
空
桑
」
と
は
、
同
雌
一
の
存
在
あ
る
い
は
同
一
の
観
念
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
枇
「
扶
桑
」
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
側
面
は
前
章
に
見
た
通
訳
り
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
空
桑
」
も
、
山
初
も
し
く
は
樹
木
と
し
て
、
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
の
一
形
体
を
担
や
行
Mに
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
批
つ
ま
り
、
「
空
桑
」
と
は
、
重
繁
に
於
け
る
「
地
天
の
通
」
や
共
工
に
於
げ
る
「
天
柱
」
に
相
当
し
、
蛍
尤
は
そ
の
「
空
桑
」
を
断
つ
こ
と
に
よ
っ
て
天
上
と
地
上
を
分
隊
し
、
そ
の
結
果
、
天
と
地
の
交
通
15 
が
社
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
重
裂
や
共
工
の
場
合
は
、
そ
の
天
地
分
離
は
楽
園
時
代
の
終
駕
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
蛍
尤
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
蛍
尤
の
特
徴
的
な
性
格
と
し
て
武
器
を
製
作
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
『
管
子
』
に
そ
の
こ
と
が
見
え
る
。
管
子
封
日
'
葛
虚
之
山
鼎
宮
市
出
水
、
金
従
之
。
蛍
尤
受
而
制
之
、
以
局
剣
鎧
矛
。
是
歳
相
兼
者
諸
侯
九
。
漉
狐
之
山
稜
而
出
水
、
金
従
之
。
蛍
尤
受
而
制
之
、
以
局
落
狐
之
戟
丙
文
。
是
歳
相
兼
者
諸
侯
十
二
。
故
天
下
之
君
戟
一
怒
、
伏
戸
満
野
。
此
見
文
之
本
也
。
管
仲
は
答
え
て
言
っ
た
、
・
葛
虚
の
山
が
裂
関
し
て
水
が
流
出
し
、
金
属
も
流
出
し
た
。
蛍
尤
は
こ
れ
を
受
け
て
精
製
し
て
剣
・
鎧
・
矛
を
作
っ
た
。
こ
の
年
に
従
え
た
諮
侯
は
九
で
あ
る
。
薙
狐
の
山
が
裂
関
し
て
水
が
流
出
し
、
金
属
も
流
出
し
た
。
蛍
尤
は
こ
れ
を
受
け
て
精
製
し
て
落
狐
の
戟
・
丙
・
支
を
作
っ
た
。
こ
の
年
に
従
え
た
諸
侯
は
十
二
で
あ
る
。
故
に
天
下
の
君
主
た
る
黄
帝
が
一
度
怒
り
武
器
の
刃
を
砕
く
程
の
激
し
い
戦
い
に
な
る
と
、
倒
れ
た
屍
が
野
に
満
ち
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
干
支
の
起
原
が
分
か
る
。
(
『
管
子
』
地
数
篇
)
こ
の
説
話
は
、
桓
公
の
下
問
に
対
し
て
管
仲
が
答
え
る
際
に
、
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蛍
尤
は
賞
帝
の
臣
下
と
さ
れ
、
賞
帝
の
た
め
に
武
器
を
製
作
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
武
器
の
6
威
力
を
以
て
黄
帝
は
天
下
を
威
武
し
た
と
読
み
取
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
『
山
海
経
」
大
荒
北
経
に
も
「
蛍
尤
は
兵
を
作
り
黄
帝
を
伐
つ
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
蛍
尤
は
地
上
に
金
属
製
の
武
器
を
も
た
ら
し
た
者
と
考
え
ら
れ
る
。
蛍
尤
の
天
地
分
離
に
よ
っ
て
地
上
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
、
人
類
に
正
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
金
属
製
の
武
器
あ
る
い
は
鍛
冶
技
術
で
あ
り
、
負
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
見
た
よ
う
に
、
応
竜
と
女
魅
が
天
に
返
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
干
肱
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
る
一
方
で
、
天
の
下
す
災
厄
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蛍
尤
の
行
為
も
、
『
史
記
』
五
帝
本
紀
で
は
「
最
も
暴
を
矯
」
す
と
さ
れ
、
『
尚
書
』
呂
刑
で
は
地
上
を
乱
し
、
『
山
海
経
』
大
荒
北
経
で
は
「
大
風
雨
を
縦
」
に
す
る
な
ど
暴
虐
な
者
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
『
蹄
菰
』
で
は
秩
序
の
要
と
も
考
え
ら
れ
る
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
の
一
形
態
で
あ
る
空
桑
を
絶
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
初
の
混
沌
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
行
為
と
も
読
み
取
ら
れ
、
先
に
見
た
共
工
と
同
質
の
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
蛍
尤
の
天
地
分
離
も
、
共
工
と
同
じ
く
、
楽
園
時
代
の
終
駕
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
結
語
「
史
記
』
五
帝
本
紀
は
、
「
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
と
、
蛍
尤
に
関
す
る
伝
承
も
し
く
は
テ
キ
ス
ト
と
が
、
組
み
合
わ
さ
れ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
蛍
尤
に
関
す
る
伝
承
も
し
く
は
テ
キ
ス
ト
と
は
、
『
尚
南
百
」
呂
刑
・
「
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
世
を
乱
す
者
で
あ
り
、
天
に
抗
う
悪
神
で
あ
る
蛍
尤
が
、
黄
帝
と
争
い
、
詠
殺
さ
れ
る
と
い
う
筋
で
あ
っ
た
。
中
国
の
天
地
分
離
神
話
に
つ
い
て
は
、
室
蘭
世
や
共
工
に
、
「
地
天
の
通
」
や
「
天
柱
」
の
よ
う
な
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
絶
つ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
を
絶
つ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
宣
尤
に
つ
い
て
も
、
『
蹄
臓
』
に
「
空
桑
を
伐
つ
」
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
空
桑
」
と
は
、
扶
桑
と
も
関
連
の
あ
る
「
中
心
の
シ
ン
ボ
ル
」
の
一
形
体
で
あ
る
。
従
っ
て
、
蛍
尤
に
関
す
る
文
献
も
し
く
は
伝
承
に
も
、
天
地
分
離
と
い
う
テ
!
?
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
重
繁
や
共
工
の
場
合
は
、
そ
の
天
地
分
離
に
は
楽
闘
時
代
の
終
穏
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
負
っ
た
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
違
い
を
見
せ
て
い
た
。
重
繋
は
乱
れ
た
地
上
に
対
し
て
天
の
報
復
を
行
う
者
と
い
う
役
割
を
負
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
共
工
は
楽
園
を
終
駕
さ
せ
る
も
の
の
、
天
と
争
う
側
で
あ
り
、
原
初
の
混
沌
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
出
血
尤
の
場
合
は
、
そ
の
天
地
分
離
帥
に
よ
っ
て
地
上
に
干
魁
と
い
う
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
諸
文
献
に
は
多
く
暴
虐
な
者
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
行
為
は
秩
序
の
要
と
も
な
る
「
空
桑
」
を
絶
つ
な
ど
共
工
と
同
じ
く
原
初
の
混
沌
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
蛍
尤
の
天
地
分
雌
に
も
、
共
工
の
場
合
と
同
様
に
、
楽
園
時
代
の
終
駕
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
‘王
(1)
楊
覚
「
黄
帯
輿
皇
帝
」
(
『
古
史
排
』
第
七
加
、
一
九
三
八
年
三
(
2
)
森
三
樹
三
郎
『
中
国
古
代
神
話
」
(
大
雅
堂
、
一
九
四
四
年
)
。
同
(
3
)
森
安
太
郎
「
黄
帝
僻
説
」
(
『
京
都
女
子
大
学
紀
要
』
一
八
、
一
九
五
備
九
年
)
。
離
(4)
白
川
静
『
中
国
の
神
話
』
(
中
央
公
論
社
、
の
ち
中
公
文
庫
、
一
九
断
七
五
年
)
一
一
六
四
頁
。
一
九
(
5
)
何
新
著
、
後
藤
典
夫
訳
『
神
々
の
起
源
ー
!
中
国
遠
古
神
話
と
歴
史
肘
よ
(
樹
花
舎
、
一
九
九
八
年
、
原
題
『
諸
神
的
起
源
」
三
聯
替
市
出
、
一
応
九
八
五
年
)
「
第
十
章
火
神
炎
帝
と
涼
鹿
の
戦
い
」
。
批
(6)
『
漢
書
』
郊
肥
志
に
八
神
と
し
て
、
天
主
・
地
主
・
兵
主
・
陰
主
・
陽
主
・
月
主
・
日
主
・
四
時
主
を
挙
げ
る
。
蛍
尤
は
兵
主
に
あ
た
る
。
哀
珂
「
巨
人
|
斉
魯
神
話
与
仙
話
的
芸
術
概
括
」
(
一
九
八
九
年
初
17 
7 
) 
稿
、
一
九
九
O
年
改
作
、
「
裳
珂
神
話
論
集
』
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
及
び
「
山
海
経
校
注
』
(
巴
萄
書
社
出
版
、
一
九
九
三
年
)
二
五
九
i
二
六
O
頁。
(8)
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
著
、
明
神
洋
訳
『
中
国
古
代
の
舞
踏
と
伝
説
』
(
せ
り
か
書
房
、
一
九
九
七
年
、
原
題
U
m
E
S
E
-
o問
。
邑
由
且
o-m
n
F
E
O
B
O
M
B
S
-
同
C
・
司
区
間
由
)
「
第
二
部
新
た
な
秩
序
の
創
造
」
。
(
9
)
茅
盾
「
巨
人
族
及
幽
冥
世
界
」
(
『
茅
盾
説
神
話
』
所
収
「
中
国
神
話
〉
回
(υ
」
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
。
(
叩
)
周
縁
茂
樹
『
神
々
の
誕
生
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
)
「
第
三
章
風
の
神
の
発
見
」
。
(
日
)
鉄
井
鹿
紀
「
賞
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
説
話
に
つ
い
て
」
(
「
中
国
神
話
の
文
化
人
類
学
的
研
究
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
O
年
、
初
出
は
『
東
方
宗
教
』
三
九
号
、
一
九
七
二
年
)
。
(
ロ
)
神
話
と
は
、
文
化
や
習
俗
を
同
じ
く
す
る
共
同
体
に
於
い
て
、
真
実
で
あ
り
神
聖
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
物
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
(
松
村
一
男
「
神
話
学
講
義
』
角
川
書
居
、
一
九
九
九
年
、
一
二
i
一
三
頁
)
。
そ
れ
故
、
神
話
は
そ
の
共
同
体
の
人
々
に
と
っ
て
、
世
界
を
秩
序
立
て
、
意
味
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
円
以
)
御
手
洗
勝
「
黄
帝
の
停
説
」
(
『
古
代
中
園
の
神
々
』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
、
初
出
は
「
黄
帝
停
説
に
つ
い
て
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
七
巻
第
一
号
、
一
九
六
七
年
)
二
六
七
頁
。
(
は
)
「
「
黄
帝
乃
ち
天
女
の
越
と
臼
ふ
を
下
す
」
と
す
る
か
ら
に
は
、
賛
帝
18 
を
天
帝
と
い
う
意
識
で
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
争
い
の
当
事
者
と
し
て
の
黄
帝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
帝
と
し
て
の
賞
帝
と
天
帝
の
黄
帝
と
の
意
識
が
混
在
し
て
い
る
記
載
と
見
る
。
」
松
田
稔
『
山
海
経
の
基
礎
的
研
究
』
(
笠
間
書
院
、
一
九
九
五
年
)
四
七
頁
。
(
日
)
考
父
に
つ
い
て
は
、
『
列
子
』
湯
問
篇
に
「
考
父
不
宣
力
、
欲
追
日
影
、
逐
之
於
隅
谷
之
際
。
渇
欲
得
飲
、
赴
飲
河
沼
。
河
滑
不
足
、
将
走
北
飲
大
津
。
未
至
、
道
渇
市
死
。
棄
其
杖
、
戸
膏
肉
所
浸
、
生
部
林
。
部
林
拍
湖
底
数
千
里
百
円
。
」
と
あ
る
。
(
日
)
沼
沢
喜
市
「
天
地
分
る
る
神
話
の
文
化
史
的
背
景
」
(
『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
一
号
、
一
九
五
=
一
年
)
参
照
。
沼
沢
氏
は
、
天
地
分
離
神
話
を
、
一
宇
宙
の
初
め
を
混
沌
、
水
、
卵
と
す
る
も
の
、
二
楽
園
神
話
、
三
天
の
追
放
の
神
話
、
四
宇
宙
の
祖
先
神
話
、
の
四
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
第
一
の
型
は
、
混
沌
や
卵
か
ら
世
界
が
形
作
ら
れ
る
天
地
開
閥
神
話
で
あ
る
。
第
二
の
型
は
、
天
地
が
最
初
か
ら
存
在
す
る
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
態
で
、
天
地
は
人
格
化
さ
れ
て
お
ら
ず
純
粋
に
自
然
現
象
で
あ
り
、
天
地
が
重
な
り
合
っ
た
状
態
は
人
類
に
と
っ
て
は
利
益
に
な
る
楽
園
時
代
で
あ
る
。
第
三
の
型
は
、
天
地
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
人
類
に
と
っ
て
不
利
益
な
状
態
で
あ
り
、
天
を
空
高
く
追
放
し
て
し
ま
う
。
天
地
は
、
多
く
は
天
を
男
と
し
地
を
女
と
見
る
よ
う
に
、
人
格
化
さ
れ
て
い
る
。
第
四
の
型
は
、
天
地
が
常
に
人
格
化
さ
れ
、
重
な
り
合
い
子
供
を
産
み
続
け
る
。
ま
た
氏
は
、
第
三
の
型
に
つ
い
て
、
天
地
を
分
離
す
る
者
は
杵
掲
く
女
・
太
陽
や
火
で
あ
り
、
天
地
分
離
と
火
の
起
源
は
、
同
時
に
女
性
と
火
の
起
源
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
天
の
追
放
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
神
話
は
、
農
業
を
主
と
す
る
母
権
文
化
圏
の
産
物
で
あ
る
と
す
る
。
(
口
)
昭
玉
閑
於
観
射
父
臼
、
周
番
所
謡
、
重
禁
廷
使
天
地
不
通
者
何
也
。
若
無
然
、
民
将
能
登
天
乎
。
封
日
、
非
此
之
謂
也
。
古
者
民
神
不
雑
、
民
之
精
爽
不
捌
武
者
、
而
又
能
野
繭
衷
正
、
其
智
能
上
下
比
義
、
其
聖
能
光
遠
宣
朗
、
其
明
能
光
照
之
、
其
聴
能
聴
徹
之
。
如
是
則
明
神
降
之
、
在
男
日
親
、
在
女
日
座
。
是
使
制
神
之
廃
位
次
主
、
而
局
之
牲
器
時
服
、
而
後
使
先
聖
之
後
之
有
光
烈
、
而
能
知
山
川
之
続
、
高
祖
之
主
、
宗
廟
之
事
、
昭
穆
之
世
、
野
敬
之
勤
、
魁
節
之
宜
、
威
儀
之
則
、
容
貌
之
崇
、
忠
信
之
質
、
躍
繁
之
服
、
而
敬
恭
明
神
者
、
以
局
之
祝
。
使
名
姓
之
後
、
能
知
四
時
之
生
、
犠
牲
之
物
、
玉
吊
之
類
、
来
服
之
儀
、
弊
器
之
畳
、
次
主
之
度
、
扉
嬬
之
位
、
壇
場
之
所
、
上
下
之
神
、
氏
姓
之
出
、
而
心
率
奮
典
者
、
矯
之
宗
。
於
是
乎
、
有
天
地
神
民
類
物
之
官
、
是
謂
五
官
、
各
司
其
序
、
不
相
飢
也
。
民
是
以
能
有
忠
信
。
神
是
以
能
有
明
徳
。
民
神
異
業
、
敬
而
不
演
。
故
神
降
之
嘉
生
、
民
以
物
享
、
禍
突
不
至
、
求
用
不
底
。
及
少
時
之
衰
也
、
九
繁
飢
徳
。
民
神
雑
線
、
不
可
方
物
、
夫
人
作
享
、
家
局
亙
史
、
無
有
要
質
、
民
匝
子
組
、
而
不
知
其
福
、
添
享
無
度
、
民
神
同
位
、
民
抽
出
費
盟
、
無
有
殿
威
、
神
押
民
則
、
不
翻
其
局
、
郵
生
不
降
、
無
物
以
享
、
禍
実
存
謀
、
莫
謹
其
気
。
繭
頑
受
之
、
乃
命
南
正
童
、
司
天
以
廊
神
、
命
火
正
索
、
司
地
以
厨
民
、
使
復
奮
常
、
無
相
侵
説
。
是
謂
絶
地
天
遇
。
其
後
三
苗
復
九
禦
之
徳
、
発
復
育
重
繁
之
後
、
不
忘
留
者
、
使
復
典
之
、
以
至
子
夏
商
ロ
故
霊
禦
氏
世
絞
天
地
、
而
別
其
分
主
者
也
。
其
在
周
、
程
伯
休
父
其
後
也
。
笛
宣
主
時
、
失
其
官
守
、
而
矯
司
馬
氏
。
寵
神
其
祖
、
以
取
威
子
民
、
日
霊
賃
上
天
、
察
白
下
地
。
迎
世
之
飢
、
而
英
之
能
禦
也
。
不
然
、
夫
天
地
成
而
不
袋
、
何
比
之
有
。
(
『
園
語
』
楚
語
下
)
(
国
)
原
文
「
叩
」
に
つ
い
て
、
郭
瑛
は
義
未
詳
と
す
る
が
、
哀
珂
氏
は
も
と
「
印
」
に
作
る
と
し
、
「
抑
」
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
今
こ
れ
に
従
う
。
(
叩
)
『
列
子
』
湯
問
篇
に
女
嫡
補
天
の
後
の
事
と
し
て
「
共
工
氏
輿
撤
項
)
争
矯
帝
、
怒
而
不
周
之
山
。
折
天
柱
、
絶
地
維
。
故
天
傾
西
北
、
日
月
一戸情
辰
星
就
駕
、
地
不
満
東
南
o
故
百
川
水
漬
蹄
駕
。
」
と
あ
る
。
雌
(
初
)
小
南
一
郎
「
昆
端
山
|
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
(
「
中
国
の
神
世
話
と
物
語
り
』
岩
波
書
庖
、
一
九
八
四
年
)
五
二
頁
。
ほ
(
幻
)
冨
E
m
p
n
o印
冨
c
m
自
白
回
目
、
H
a
C
Z
Z吾
O同
p
o
何
回
耳
E
こ
S
E
E
-
E
F
E
E
p
o
F
E
O
F
S
4
2
]
[凶
円
品
目
ゐ
作
Mに
叶
Ejmwr・
宮
己
uzmFm山
内
田
『
回
、
回
目
HXW吋
除
回
同
10po門戸
F
Z
0
4弓
吋
。
ユ
♂
批
呂
町
P
1
2
7、
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
1
デ
著
、
堀
一
郎
訳
「
永
遠
回
帰
の
神
話
」
(
未
来
社
、
一
九
六
三
年
、
原
題
宮
・
回
一
色
少
冨
〕
瓦
甘
え
任
命
図
。
E
包
岡
山
E
R
P
昨日ロ
ω
同円。
E
S
o
p
g
n
F
Z
巧
=
-
m
E
同
19 
叶
E
m
r・回
o--E問。ロ印
03ω
同
門
〈
戸
司
m
E
P
O
Oロ
回
。
。
rmwHD0・
zod司
吋
2
F
H由
忠
)
二
二
j
二
八
頁
、
冨
回
E
《
甘
い
冨
〉
の
阿
保
田
吋
冨
ー
回
O
F印・印
Eι
岡田
E
同巴日間
5
5
印可
E
F
o
-
E
E也
昨
日
E
E
Z
n
H
F可
思
己
ロ
ロ
富
山
町
Z
Y
印
2
2『
回
o
o
r
o
E
E
o
p
z
o
d司
J
問。吋
F
H由自由也
HMe
N
叶
1
印
町
・
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
l
デ
著
、
前
田
耕
作
訳
『
イ
メ
ー
ジ
と
シ
ン
ボ
ル
』
(
せ
り
か
書
一
一
居
、
一
九
七
一
年
)
三
七
1
七
六
頁
。
(
辺
)
エ
リ
ア
1
デ
氏
が
挙
げ
る
所
で
は
、
北
欧
神
話
に
お
け
る
ヒ
ミ
ン
ビ
ョ
ル
グ
・
宇
宙
の
象
徴
た
る
ジ
グ
ラ
ッ
ト
・
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
・
ニ
ッ
プ
ー
ル
と
-
フ
ル
サ
の
神
殿
に
与
え
ら
れ
た
名
称
ド
ゥ
ル
・
7
y
・キ
(
天
地
の
結
び
目
)
・
須
弥
山
等
々
が
あ
る
。
注
(
幻
)
訪
問
掲
書
芦
巳
E
品
o
u
n
o
m富
。
印
自
仏
国
旬
、
H，O
同
吋
w
宮〕ユ
}HO同門
FO
何百円
E
-
同
E
Z吋HfHUHMlロ
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
l
デ
著
、
堀
一
郎
訳
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』
一
一
=
一
1
二
七
頁
。
(
幻
)
御
手
洗
勝
「
郷
街
の
大
九
州
説
と
良
橋
侍
説
」
(
注
(
臼
)
御
手
洗
氏
前
掲
替
、
初
出
は
「
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
六
、
一
九
五
七
年
)
六
七
九
頁
。
(μ)
鍛
井
腿
紀
「
昆
祷
伝
説
に
つ
い
て
の
一
試
論
|
エ
リ
ア
l
デ
氏
の
「
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
に
立
脚
し
て
」
(
注
(
日
)
鍛
井
氏
前
掲
書
、
初
出
は
「
東
方
宗
教
」
四
五
号
、
一
九
七
五
年
)
二
二
八
頁
ロ
(
お
)
小
南
一
郎
「
昆
荷
山
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
|
」
(
注
(
却
)
小
南
氏
前
掲
書
)
四
九
頁
。
(
お
)
前
掲
注
(
日
)
参
照
。
20 
(
幻
)
鍛
井
慶
紀
「
中
国
古
代
の
重
繋
天
地
分
離
説
話
に
つ
い
て
」
(
注
(
日
)
餓
井
氏
前
掲
書
、
初
出
は
『
漢
文
教
室
」
七
八
号
、
一
九
六
六
年
)
二
O
六
買
。
(
お
)
御
手
洗
勝
「
昆
荷
停
説
と
永
劫
回
蹄
中
国
古
代
の
民
族
型
的
考
察
ー
」
(
注
(
日
)
御
手
洗
氏
前
掲
書
、
初
出
は
『
日
本
中
園
皐
曾
報
」
集
一
回
、
一
九
六
二
年
)
六
九
八
頁
。
(
鈎
)
「
世
界
の
は
じ
め
に
は
、
天
父
C
Eロ
B
と
地
母
の
自
"
は
、
絶
え
間
も
な
く
重
な
り
合
っ
て
交
接
し
て
い
た
。
天
父
が
余
り
固
く
被
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
地
母
は
子
ど
も
を
生
む
の
に
困
難
を
感
じ
、
子
供
た
ち
は
天
父
に
よ
っ
て
い
つ
ま
で
も
、
地
母
の
腹
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
て
、
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
遂
に
の
E
m
は
C
Eロ
E
の
こ
う
い
う
、
か
つ
て
な
行
為
を
怒
っ
て
、
天
父
を
追
い
出
す
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
一
つ
の
大
き
な
鎌
を
つ
く
り
、
計
画
を
子
供
た
ち
に
謀
っ
た
。
太
陽
神
間
5
ロOω
が
母
に
答
え
て
「
私
は
父
と
し
て
の
資
格
を
も
た
な
い
よ
う
な
父
を
尊
敬
し
な
い
。
彼
が
最
初
に
私
共
に
悪
事
を
な
し
た
の
だ
」
と
一
吉
っ
た
。
。
m
E
は
同
25ω
に
鎌
を
与
え
、
身
を
か
く
さ
せ
て
、
父
を
待
ち
伏
せ
さ
せ
た
。
夜
に
な
り
、
C
EロOω
は
の
包
m
を
掩
わ
ん
と
し
た
。
同
月
O
ロ
o
m
は
隠
れ
場
か
ら
出
て
、
鎌
で
父
の
陰
茎
を
刈
り
と
っ
た
。
そ
し
て
初
め
て
天
父
は
地
母
を
離
れ
て
天
に
の
ぼ
っ
た
。
」
(
沼
沢
喜
市
「
南
方
系
文
化
と
し
て
の
神
話
」
『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
』
、
一
九
六
五
年
、
一
七
頁
。
)
(
却
)
沼
沢
氏
が
挙
げ
る
所
で
は
、
ナ
ヴ
ア
ホ
の
神
話
・
マ
ル
ド
ゥ
ク
(
登
る
朝
日
の
象
徴
て
太
陽
神
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ル
パ
族
の
オ
ル
ン
ガ
ン
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
マ
ウ
イ
・
ク
ロ
ノ
ス
等
が
あ
る
。
(
注
(
日
)
沼
沢
氏
前
掲
論
syce
一
i
一一一頁。
(
刷
出
)
注
(
幻
)
鍛
井
氏
前
掲
論
文
、
二
O
四
頁
。
〔
詑
)
注
(
幻
)
前
掲
書
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
l
デ
著
、
堀
一
郎
訳
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』
、
=
一
O
頁
及
び
九
二
1
九
三
頁
。
(
お
)
鉄
井
慶
紀
「
黄
帝
と
蛍
尤
の
闘
争
説
話
に
つ
い
て
」
(
注
(
日
)
鍛
井
氏
前
掲
昔
、
初
出
は
『
東
方
宗
教
』
三
九
号
、
一
九
七
二
年
)
三
六
四
頁。
(
加
)
哀
珂
『
山
海
経
校
注
』
に
、
「
郭
注
二
陽
谷
、
宋
本
均
作
湯
谷
」
と
あ
る
。
ま
た
、
明
・
成
化
戊
子
刊
本
(
四
部
殻
刊
本
)
は
「
湯
谷
」
に
作
る
。
